
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植栽本数 植栽面積 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 講演会開催数･聴講者数 寄附金額(民間助成金含) 

2014 年度 80,182 本 15.67ha 1,365 人 30 回 4,692 人 100,263,158 円 

2015 年度 55,084 本 10.06ha 1,691 人 30 回 4,996 人 101,024,711 円 

2016 年度 56,037 本 11.00ha 1,800 人 26 回 3,893 人 89,502,022 円 

2017年度(1/31 現在) 71,945 本 13.66ha 2,051 人 23 回 5,075 人 57,066,962 円 

合計 263,248 本 50.39ha 7,169 人(※) 184 回 29,851 人(※)  588,335,430 円(※) 

KAIGANRIN REPORT ■海岸林再生プロジェクトホームページ http://www.oisca.org/kaiganrin/ ＜2018 年 3 月発行＞ 

これまでの実績  

４/21(土)、6/16(土)、7/21(土)、8/4(土)、

8/25(土)、8/26(日)、9/1(土)、9/15(土)、10/6(土) 

時間：９時～17 時（※8/25 のみ 13 時～17 時） 

今年もそろそろボランティアさんに活躍し

ていただくシーズンが始まります！ 

昨年に続き、ツルマメ草の抜き取り作業が

メインになると思います。現場でお待ちし

ています。ぜひご参加ください！ 詳細は http://www.oisca.org/kaiganrin/2994 

チャリティ文化の普及を目的とした第7回大阪マラソンが2017年11月26日（日）に開催され、32,000

人のランナーが出場しました。一般ランナーとは別に、大阪マラソンのチャリティ活動への理解を深め、支援

の輪を広げていくことを目的に出場するのがチャリティランナーです。オイスカは 4 年連続で 14 のチャリ

ティ寄附先団体の一つに選出されました。今年度は 61 名がオイスカを指定し、力走しました。 

第 5 回 久我宇佐治さん 

第 6 回  
プロジェクト担当部長  

吉田俊通 

第 7 回 天野祥昭さん 

600 人を超えるチャリティランナーの中から、

最も多額の寄附を集めたランナーに贈られる「ベ

ストチャリティランナー賞」に３年連続でオイス

カを寄附先に指定したランナーが輝きました。 

今回受賞した天野さんは、仕事を通じて、人が

多く集まるときに募金活動を行ったとのこと。募

金を呼び掛ける際、自分が出場するために募金を

というのではなく、プロジェクトの成功のため、

被災地の復興のためという想いで募金を呼び掛

け、何のための募金なのかをしっかり理解してい

ただいた上で協力をしていただいたという。

380,404 円を集め見事１位に輝きました。 

チャリティランナーは出場権を獲得するのに７

万円が必要で、少なくない金額に躊躇する方も多

いようですが、趣旨をしっかり理解していただけ

れば募金に協力してくださる方も多いようです。 

2018 年もチャリティ寄附先団体に指定され

ました。チャレンジお待ちしています！ 

仙台市が「仙台自分づくり教育」の一環として進めてい

る職場体験活動の受け入れを2017年11月15日から3

日間行いました。中学生の職場体験の受け入れは2回目で、

7 名の生徒が海岸林の現場を訪れました。 

１日目は海岸林についての座学や育苗場・植栽地の見学、

翌日以降の作業の方法を説明、２日目はクロマツの成育調

査、３日目は土壌の物理性調査、広葉樹の成育調査などを

行いました。成育調査では、背丈を越えるクロマツ林に分

け入り、楽しそうな笑顔を覗かせる場面も見られました。 

人の手により植えられ、全国からの多くのボランティア

により草刈りなどの管理がされている海岸林を目にし、小

学 1 年生の時に震災にあった彼らは、何を想い、何を感じ 
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客室にセットしているアメニティを一つも使用しなかった
場合、「eco ガーデンカード」をフロントに持参すると、お
客様に代わってホテルから相当金額が寄附されます。海岸林
再生プロジェクトへは 2012 年から、オイスカの他のプロ
ジェクトへは 2008 年から支援してくださっています 

たばこスティックのポイ捨て防止を通した環境美化活動の一環と
して、「あなたのマナーで海岸林再生プロジェクト」と題してプロ
ジェクトをご支援くださっています。現在、全国 10 ヵ所にアイ
コスのヒートスティック専用回収ボックスを設置し、回収量に応
じてご寄附くださいます。昨年 10 月からキャンペーンを実施し、
予想を上回る回収量があったため、回収ボックス設置場所を増や
し、3 月末までとしていた期間を延長するとのことです 

(※)プロジェクト開始時からの累計数値 

仙台空港に降り立つ飛行機が植栽地の真上を通過す
る。写真から想像する以上にその迫力に驚く 

樹高を計測するためクロマツ林に分け入った。まさか職場体験で松葉のチクチクに攻撃さ
れることになるとは思いもよらなかっただろう 

てくれたのだろう。受け入れを担当したオイスカ名取事

務所の佐々木は、「とにかくみんな明るくて、お互いに協

力し合っている姿が印象的だった」と、将来を担う若者

達の訪問に目を細め、自然に対する考え方を体験を通じ

て感じ、自分なりに捉えてくれたことが嬉しかったと、

ボランティアでの再訪を期待していました。 

飲食店、小売店などへ職場体験に行く生徒が多い中、

将来の職業選択について考えるのみではなく、海岸林の

現場を訪れることにより、多くの人の手によって震災か

らの復興が行われていることを考える機会ともなったの

ではないかと思います。 

◎2018 年度予定 植栽本数約 85,000 本、植栽面積約 17ha 


